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2つの正三角形ABC, DEFに対して AD, BE, CFの中点をそれぞれM, N, Oとす
るとき，�OMNは正三角形であることを証明せよ。ただし，ABC, DEFはともに反
時計まわりの順になっているものとする。
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CDの中点を P, CEの中点を Qとすると，点Cと中心として
�OPQ∽�FDE · · · · · · 1©

�FDEは正三角形であるから，
OPを Oのまわりに 60◦回転させると OQ · · · · · · 2©

となる。
A

B C

D

E

M

N
P

Q

�CADおよび �BCEにおいて中点連結定理より
−→
PM =

1
2
−→
CA,

−→
QN =

1
2
−→
CB · · · · · · 3©
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∠BCA = 60◦より
−→
PMを Pのまわりに 60◦回転させると

−→
QN · · · · · · 4©

2©, 4©より
∠OPM = ∠OQN

1©, 3©より OP = OQ , PM = QNであるから，
�OPM ≡ �OQN · · · · · · 5©

よって，OM = ONとなり， 2©, 5©より∠MON = 60◦であるから
�OMNは正三角形

である。 (おわり)

(注) 上の解答では，回転させることにより ∠OPM = ∠OQNとあっさり片付けた
が，詳しく述べると次のようになる。
点Rを四角形QPMRが平行四辺形になるように定めると， 4©より

∠RQN = 60◦

∠MPQ = θ とおくと，∠PQR = 180◦ − θ であり，
∠OQN = 360◦ − (60◦ × 2 + 180◦ − θ) = 60◦ + θ = ∠OPM
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